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『般若心經』とアヴァローキテーシュヴァラ（觀自在）（齋籘）

０.　はじめに

　東アジアおよび內陸アジアの一部において『般若心經』は、『法華經』や淨

土三部經とならんで大きな影響を與えてきた。同經典が廣く受容された背景に

は、讀誦や書寫を重んじる大乘經典のなかでも、とりわけコンパクトに空思想

を述べ、それを「揭帝揭帝（gate gate）…」の眞言として集約し、多くの人々

に受け入れられてきたことがある。また、「度一切苦厄」の句が端的に示すよう

に、『觀音經』と同樣に、除災經典としての受容という側面も見のがせない（１）。

同經典をめぐっては、『二萬五千頌』を中心とする『般若經』との關係をめぐ

る分析的硏究（２）、二系統に大別されるチベット語譯（大本）校訂・飜譯硏究（３）、

インド・チベットにおける諸註釋硏究（４）、さらにまた、漢譯『般若波羅蜜多

心經』（小本）は玄奘が當時あった大品般若經を基礎に漢文で創作した僞經で

あり、それが後にサンスクリットに反譯されたというような珍說も登場するな

ど（５）、國際的にも關心は高まっている。一方また、同じ小本系の鳩摩羅什譯『摩

訶般若波羅蜜大明呪經』がいつ、どのように成立したかをめぐる問題について
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（１）福井 [2000], pp. 569-583 等參照。
（２）渡邊 [1991] [2017], 原田 [2010] 參照。
（３）Silk [1994] 參照。  
（４）Lopez [1988][1996]、渡邊・高橋 [2016] 參照。後者はチベット大藏經所收のインド撰述と

して傳承される 8 典籍、およびチベット藏外文獻に傳わる 3 點の註釋を收める。なお、
これに引き續いて渡邊・高橋 [2018] は中國・朝鮮・日本における主要な 8 註釋文獻を收
載する。

（５）Nattier, J. [1992]. この論文に對しては、福井 [1994]（＝同 [2000], pp. 547-568）ならびに
石井 [2015] がそれぞれに批判的な考察を加えている。Nattier 氏の結論については、歐
米および東アジアにおいて意外なほどに支持者が多い。あらためて詳細かつ多角的な檢
討による議論の決着が待たれている。
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も、今後の多角的な考證が待たれている（６）。

　『般若心經』には、以上のような近年の硏究史と期待される硏究課題が浮か

ぶが、すでに指摘したように（７）、同經の說主がアヴァローキテーシュヴァラ（觀

自在）であることをめぐって、その事實のもつ意味と背景を再考することもま

た重要と考えられる。本稿は、あらためてこの問題に焦點をあて、考察を加え

たい。

１.　『般若心經』（小本）冐頭部分と 天勸請說話

　これまでの硏究で明らかなように、『般若心經』の原テキストに關しては、

小本が先行し、その後に大本が成立したと考えられる（８）。また、先行する小

本については、說主であるアヴァローキテーシュヴァラ（Avalokiteśvara, 觀自在）

が智慧の完成（般若波羅蜜）の行をなしながら五蘊を觀察し、その本質を空で

あると見たという冐頭部分を除いて、おおむね『二萬五千頌』を中心とする『般

若經』から抽出し、末尾に gate gate（揭帝揭帝）云々で知られる眞言を置いて

結ぶという構成をもつことが知られている。また、『二萬五千頌』を中心とす

る諸種の『般若經』と『般若心經』とのサンスクリット語表現の比較檢討につ

いては、渡邊 [1991][2017] および原田 [2010] が詳論する。

　本稿はまず、いまだ起源や意圖が明らかにされてこなかった、本經の冐頭部

分に焦點をあてたい。小本は次にように始まる。（小本と大本全體のテキストおよ

び和譯については［付錄］を參照。また、(A)(B)…は筆者が便宜的に付した內容區分で

ある。）

「(A) 圣なるアヴァローキテーシュヴァラ（觀自在）菩薩は、深遠な智慧

の完成（般若波羅蜜）の實踐をなしながら、［世閒には、心身を構成する］

五つの集まり（五蘊）があると觀察した。そして、それらは固有の本質が

空である（＝固有の本質を缺いている）と見た。」

（６）渡邊 [1991], 原田 [2010] 參照。
（７）齋籘 [2011], p. 10, n. 13, 原田 [2010], pp. 126-127, n. 49.
（８）渡邊 [2009], pp. 68-80 等參照。
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　(āryĀvalokiteśvaro bodhisattvo gambhīrāyām.  prajñāpāramitāyām.  

caryām.  caramāno vyavalokayati sma: pañca skandhās, tām. ś  ca 

svabhāvaśūnyān paśyati sma.)

　以上の引用につづいて、說主アヴァローキテーシュヴァラが、智慧第一のシ

ャーリプトラを對吿衆として、「シャーリプトラ（舍利弗）よ、この世において、

空はもの（色）であり、ものは空にほかならない。ものをはなれて空はなく、

空をはなれてものはない。もの、それは空であり、空、それはものである。感

受（受）も、表𧰼（想）も、意思（行）も、認識（識）も、まさに同樣である。」云々

と、空の思想が說かれる。

　ここで註目されるのは、[1]『般若心經』の說主は、なにゆえアヴァローキテ

ーシュヴァラであるのか、[2] ブッダ、すなわち世尊（bhagavat）とアヴァロー

キテーシュヴァラの關係はどのように理解されるのか、さらにまた、[3] 『二萬

五千頌』や『八千頌』等の他の般若經には見られない、先に引用した冐頭箇所

の由來はいかに考えられるのか、という 3 點である。本節ではまず、[3] の問

題に目を向けたい。

　アヴァローキテーシュヴァラ（Avalokiteśvara, 觀自在）の起源について、齋

籘 [2011] は、いわゆる 天勸請說話に見ることができると結論した。すなわち、

アヴァローキテーシュヴァラは、菩提樹下に成衟をえたブッダが、ブラフマー

神（ 天）の勸請を受け、佛眼をもって世閒を觀察したのち、ふさわしい人々

に法を說くことを決意したブッダ自身を具現化した菩薩である。その意味で、

次節に見るように、カマラシーラが『般若心經』を註釋する中で、アヴァロー

キテーシュヴァラをブッダの「變化［身］」（*nirmān. a[kaya]）と意味づけている

のは正鵠を射ていよう。成衟したブッダが、變化身であるアヴァローキテーシ

ュヴァラとして法を說き（法施）、それによって人々を救濟する（無畏施）とい

う目的をもって、およそ 45 年にわたる後半生を全うすることになる（９）。その

（９）『菩薩地』第 9 章「布施品」（Dānapat.ala）は、菩薩による財施（āmis. adāna）、無畏
施（abhayadāna）、法施（dharmadāna）の三施を、「もろもろの有情にとって今世およ
び他世に福樂となる布施」（ihāmutrasukham.  dānam.  sattvānām）と意味づける。矢板 
[2008], pp. 188-189, 205 參照。
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原點ともいうべき出來事が、 天勸請說話の傳える成衟後のブッダによる「世

閒觀察」（lokāvalokana）である。（ブッダの世閒觀察については、第 3 節で再論したい。）

　さて、 天勸請の當該の一場面は、複數の佛傳において以下のように出る。

紙幅の制約もあり、また用語法の比較考察という觀點から、『律藏』I（大品）、『マ

ハーヴァストゥ』および『ラリタヴィスタラ』の該當箇所を引用する。（下線筆者）

『律藏』I（大品）：「そのとき世尊は、ブラフマー神（ 天）の懇請を知ると、

ひとびと（有情）に對する悲心により、悟れる者のまなこ（佛眼）をもっ

て世閒を觀察した。じつに世尊は、悟れる者の眼をもって世閒を觀察しな

がら、ひとびとには汚れの少ない者と汚れの多い者、……敎えやすい者

と敎えにくい者がいて、さらにまたある者たちは來世での罪の恐れを見

ながら暮らしているのを見た。」（atha kho bhagavā Brahmuno ca ajjhesanam.  

viditvā sattesu ca kāruññatam.  pat. icca buddhacakkhunā lokam.  volokesi. 

addasa kho bhagavā buddhacakkhunā lokam.  volokento satte apparajakkhe 

mahārajakkhe……suviññāpaye duviññāpaye appekacce paralokavajjabhayadassā-

vino viharante//）（10）

『マハーヴァストゥ』：「そのとき世尊は、悟りによる智慧をもって、みずから

の內において偉大なブラフマー神の懇願を知ると、悟れる者の至高のまな

こをもってすべての世閒を觀察しながら、ひとびとには高い者と低い者、

優れた者と劣った者がいるのを見た。」（atha khalu bhagavām.  mahābrahman. o 

yācanām.  viditvā sāmam.  ca pratyātmam.  bodhīye jñānena sarvāvantam.  lokam 

anuttaren. a buddhacaks. us. ābhivilokayanto adrāks. īt satvā uccāvacām.  hīnapran. ītām.  

…/）（11）

『ラリタヴィスタラ』：「比丘たちよ、そのとき如來は、悟れる者のまなこをも

って、すべての世閒を觀察しながら、ひとびとには劣った者、中ぐらいの者、

優れた者がいるのを見た。」（atha khalu bhiks. avas tathāgatah.  sarvāvantam.  

lokam.  buddhacaks. us. ā vyavalokayan sattvān paśyati sma/ hīna-madhya-pran. ītān

（10）Vinaya I, PTS, p. 6.23-28
（11）Mahāvastu III, Senart ed., p. 317.19 – 318.3
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…/）（12）

　以上の三つの佛傳は、それぞれ上座部、大衆部系說出世部、大乘佛敎系とい

う系統の相違はあるものの、興味深いことに、 天の勸請を受け、迷いのすえ

に行ったブッダによる世閒觀察に關する典型的な表現を共有している。つま

り、（悲心により）、悟れる者のまなこ（佛眼）をもって、世閒（loka）を觀察（vo-

√ lok [=Skt. vyava- √ lok], abhivi- √ lok, vyava- √ lok）すると、世人には、汚れや理

解力の點で三種類等に大別される人々がいることが見え（√ dr. ś）たとする共通

表現である。

　さて、以上の佛傳にみる觀察主體のブッダ（「世尊」「如來」）を、その「變化身」

としてのアヴァローキテーシュヴァラとし、觀察對𧰼の「世閒」（loka）を、傳

統的にその實質とされる五蘊（pañca skandhāh. ）に置換してみる。そのうえで、

『般若經』のエッセンスともいえる「智慧の完成（prajñāpāramitā 般若波羅蜜［多］）

の實踐をなしつつある」という形容句をアヴァローキテーシュヴァラに付し、

觀察の結果として「見た」世閒の本質を、敎法の理解力の觀點から三種に分け

られた有情の本質（三士）から、『般若經』の觀點からみた世閒（＝五蘊）の本質、

すなわち固有の本質を缺くこと（自性空）に置き換えるとき、先の『般若心經』

（小本）の冐頭箇所が成立することになる。上に引用した 3 つの佛傳の中では、

大乘佛敎系の『ラリタヴィスタラ』の表現がもっとも近接する內容であり、『般

若心經』（小本）の導入箇所の下地として援用されたと考えると分かりやすい（13）。

　
２.　�『般若心經』（大本）序分にみるブッダとアヴァローキテーシュ

ヴァラ（觀自在）の關係 ―本地佛と變化身―

　次に、前節に擧げた [2] の問題、すなわち『般若心經』（大本）の［序分］に

みるブッダとアヴァローキテーシュヴァラ（觀自在）の關係に目を向けたい。

以下は、付錄に揭げた同經大本の冐頭箇所で、［序分］につづいて先に擧げた

（12）Lalitavistara, Lefmann ed., p. 399.21-22
（13）谷川 [1999] は Lalitavistara における 天勸請說話に、『理趣經』や『初會金剛頂經』他

で知られる纔發心轉法輪菩薩（Sahacittotpādadharmacakravartin「心を起こすやいな
や法輪を轉じる［菩薩］」）の起源を見る。田中 [2014] 參照。
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小本冐頭箇所（A）と內容が重なる［正宗分］が置かれるが、太字で記した箇

所の內容は異なる。また、假に［序分］と補った箇所は、そもそも小本には缺

落する。

「［序分］

　佛母である智慧の完成（般若波羅蜜）に敬意を表します。

　このように私は聞いた。あるとき世尊は、多くの修行僧（比丘）、多く

の菩薩とともに、ラージャグリハ（王舍城）のグリドラクータ（靈鷲）山

におられた。そのとき世尊は、「深遠な現われ」と名づけられる法門の瞑

想（三昧）に入られた。するとそのとき、

［正宗分］

　(A) 圣なるアヴァローキテーシュヴァラ（觀自在）菩薩大士は、深遠な智

慧の完成（般若波羅蜜）の實踐をなしながら、このように觀察した。［世閒

には、心身を構成する］五つの集まり（五蘊）があり、そしてそれらは固

有の本質が空である（＝固有の本質を缺いている）と觀察した。」（(B) 以下略）

(namo bhagavatyai prajñāpāramitāyai.

  evam.  mayā śrutam. ekasmin samaye Bhagavān Rājagr. he 

viharati sma Gr. dhrakūt. e parvate mahatā bhiks. usam. ghena sārdham.  

mahatā ca bodhisattvasam. ghena. tena khalu samayena Bhagavān 

gambhīrāvabhāsam.  nāma dharmaparyāyam.  samādhim.  samāpannah. . 

tena ca samayena  

　(A) āryĀvalokiteś varo bodhisattvo mahāsattvo gambhīrāyām.  

prajñāpāramitāyām.  caryām.  caramāna evam.  vyavalokayati sma: pañca 

skandhās, tām. ś ca svabhāvaśūnyān vyavalokayati sma.)

　さて、以上の大本冐頭部において見のがせないのは、世尊（＝ブッダ）とアヴ

ァローキテーシュヴァラの關係である。まず、世尊が入った「『深遠な現われ』

と名づけられる法門の瞑想（三昧）」（gambhīrāvabhāsam.  nāma dharmaparyāyam.  

samādhim. ） については、パーリ『相應部』（12 因緣相應內「因緣經」Nidāna-sutta）や『長
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部』（15「大因緣經」Mahānidāna-suttanta）における緣起（pat. iccasamuppāda）に對

する形容句を想起させよう。當該箇所は、世尊とアーナンダとの問答の中に出

る、以下のような句である。

「アーナンダよ。この緣起は深遠であり、深遠な現れである。」

　(gambhīro cāyam Ānanda pat. iccasamuppādo gambhīrāvabhāso. SN II 

92.8-13 = DN II 55.9-14)（14）

　なお、ここにいう「深遠」性（gambhīratā）について、ブッダゴーサは意味（attha）、

法（dhamma）、說示（desanā）、洞察（pat. ivedha）の 4 つの觀點から緣起が「深遠」

であることを詳說する（15）。

　このように、大本冐頭部については、ブッダの成衟に關わる緣起の法門を

瞑想（三昧）の名稱とすることが註目されるが、加えていえば、その瞑想（三

昧）を緣起の形容句として知られる「深遠な現われ」（gambhīrāvabhāsa）と呼

稱している點も興味ぶかい。すなわち、「深遠な現われ」という法門の瞑想（三

昧）に入られた世尊（＝ブッダ）とアヴァローキテーシュヴァラの關係を暗示

するとも思われる點である。『般若心經』を註釋したカマラシーラ（Kamalaśīla, 

740 頃 -797 頃）の表現を用いるなら、兩者の關係は「ブッダの變化［身］であ

るアヴァローキテーシュヴァラ」（sangs rgyas kyi sprul pa sPyan ras gzigs dbang 

phyug, P No. 5221, Ma 331b7-8; N Ma 341b1）という關係になる。

　したがって、先に擧げた [2] の、「ブッダ、すなわち世尊（bhagavat）とアヴ

ァローキテーシュヴァラの關係はどのように理解されるのか」という問題につ

いては、カマラシーラの表現を寀るなら、深遠な現れ（＝緣起）と名づけられ

る法門の瞑想（三昧）に入ったブッダが、瞑想に入るやいなや、「變化」身を

とって說主アヴァローキテーシュヴァラとなり、智慧第一のシャーリプトラ

（Śāriputra 舍利弗/舍利子）を直接の對吿衆として「智慧の完成（般若波羅蜜）の

（14） Cf. Prasannapadā, La Vallée Poussin ed., p. 498.9-10 (& n. 2): adhigato mayā dharmo 
gambhīro gambhīrāvabhāso ’tarko ’tarkāvacarah. sūks.mah. pan. d. itavijñavedanīyah. /.

（15） SNA II 94.21-22, Visuddhimagga, PTS, 519, 583-584. 
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心髓」と呼ばれる經典を說いた、という構成として說明されよう。その意味で

また、先に擧げた [1] の、『般若心經』の說主はなにゆえアヴァローキテーシュ

ヴァラであるのか、という問題に關しても、空思想とそれを集約した眞言とい

う法施をとおして無畏施（「度一切苦厄」「能除一切苦」）をなすブッダその人が說

主アヴァローキテーシュヴァラでもある、と囘答するのがふさわしいであろう。

成衟したブッダが本地佛、アヴァローキテーシュヴァラはその變化身という關

係になり、觀音の標識として知られるいわゆる頭頂の「化佛」はこのことを端

的に意味している。このばあい、ブッダが本地佛で、［變］化佛がアヴァロー

キテーシュヴァラであるのは言うまでもない。

３.　ブッダと觀世（lokāvalokana）

　さて、第 1 節において、アヴァローキテーシュヴァラ（觀自在）は、 天勸

請を受け、世閒（loka）の觀察を行ったすえに轉法輪、すなわち法を說くこと

を決意したブッダに由來することを述べた。これとの關連で註目されるのは、

ブッダと世閒觀察（lokāvalokana, loka-vilokana）の關係である。この問題は別途

の考察が求められるが、ブッダと世閒觀察のテーマに關しては、大別して 3 つ

の文脉がある。

　その第 1 は、廣義の佛傳における兜率天上の菩薩による世閒觀察であ

り、近年、天野 [2018] が考察を加えた。その成果によれば、上座部大寺派

では、經・律兩典に見られず、註釋文獻內に菩薩による 5 つの偉大な觀察

（pañcamahāvilokana）として傳承される、という。すなわち、兜率天上の菩薩（＝

前世のブッダ）が、誕生するにふさわしい時（kāla）、大陸（dīpa 洲）、地域（desa）、

家柄（kula）、生母と壽命（janetti-āyu）の 5 つに區分される 5 大觀察を行った

という傳承である。この傳承は、北傳の諸文獻ではよく知られ、5 種の觀察に

加えて、4 種、または 2 種の觀察としても傳えられる。ちなみに、第 1 節に擧

げた『マハーヴァストゥ』および『ラリタヴィスタラ』 は「生母と壽命」をの

ぞいた時（kāla）、大陸（dvīpa）、地域（deśa）、家柄（kula）の「4 つの偉大な觀

察をなした」（catvāri mahāvilokitāni vilokayati sma）（16）とし、兜率天上の菩薩に

よる 4 種の觀察を傳える。



（ � ）

『般若心經』とアヴァローキテーシュヴァラ（觀自在）（齋籘）

　これに關連して G. Tucci はまた、佛傳上のこのエピソードをアヴァローキ

テーシュヴァラの起源と見て、以下のように述べる（17）。

“I am of the opinion that Avalokiteśvara is originally nothing else but 

the deification of the look of Buddha, avalokana, which the Bodhisattva 

casts from the Tus. ita Heaven upon the suffering world, before 

descending upon it.”

　この中の、Avalokiteśvara は「ブッダによる［四種］觀察（avalokana）の神

格化」にほかならないという理解は興味ぶかい。ガンダーラに多く見られる半

跏思惟の觀音（＝觀自在）菩薩像（18）―さらには佛傳において兜率天から閻浮洲

に降下した菩薩（＝ブッダ）の後繼とされた彌勒の半跏思惟像―のモチーフは

ここに由來すると考えると分かりやすい。

　第 2 に、ブッダと世閒觀察の代表的な文脉ともいえるのが、第 1 節にみた

天勸請說話である。ブッダによる說法の起點となり、悲心をもって世閒を觀察

し、有情の⺇根を見きわめたのちに轉法輪が開始されたという文脉で、とりわ

け大乘佛敎が重視した佛傳上の一場面である。すでに論じたように（19）、この

一事は世閒觀察を特性とするアヴァローキテーシュヴァラの avalokita- という

名稱の由來にも關わる重要なポイントである。

　さらにまた、ブッダと觀世（觀察世閒）に關する第 3 の文脉は、ブッダに對

する十の呼稱、つまり佛十號の中の世閒を知る方（lokavid, Pāli: lokavidu 世閒解）、

あるいはまた四 住（＝四無量心）の中の悲 住（karun. ā-vihāra）に關連して、『菩

薩地』『決定義經註』『現觀莊嚴光明』等、主に北傳の諸論書が傳える文脉である。

いずれも、人々を敎化するために、ブッダが日夜、夜に三度、晝に三度、佛眼

をもって人々のあり樣を觀察するという文脉といえる。以下は、8 世紀頃のナ

（16）Lalitavistara, Lefmann ed., p. 19.6-7. 外薗  [1994], p. 304.  なお Mahāvastu I, Senart ed., 
p. 197.10-11 には catvāri mahāvilokitāni vilokayati とあり、末尾の不變化辭 sma を缺く。

（17）Tucci [1948-1951], pp. 174-175. See also Tucci [1949], p. 612, n. 86.  
（18）宮治 [2010], pp. 109-119, 474-481 參照。
（19）齋籘 [2011], pp. 6-7.
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ーランダーの學匠ヴィーリヤシュリーダッタ（Vīryaśrīdatta）作の『決定義經註』

Arthaviniścayasūtra-nibandhana に出る詳細な用例である。（下線は筆者による。

また、譯註の『　』およびテキストの太字部分は『決定義經』からの引用語句。）

「以上のように、知と行の完成（明行足）によって、善く・殘すところな

く到逹した（善逝）ことにより、敎師性の完成を獲得した世尊にとっての、

敎師の行爲を［『決定義經』は］『世閒を知る者（世閒解）、調御されるべき人々

にとっての至高の御者（無上士・調御丈夫）』という兩句によって示す。

　その、敎師の行爲はまた二種類である。ふさわしい者とふさわしくない

者との世閒（＝有情）を觀察することと、ふさわしい者を敎化することと

である。『世閒を知る者』というこの［句］によってふさわしい者とふさ

わしくない者との世閒（＝有情）を觀察すること（bhavyābhavyalokāvalokana）

を示すのである。世閒を知るので『世閒を知る者』（世閒解）である。ふさ

わしい者とふさわしくない者との世閒を完全に知ることから、　かれ（＝

世尊）は『世閒を知る者』と言われる。

　すなわち、世尊は夜に三度、晝に三度、悟れる者の眼（佛眼）をもって、

［このように］世閒を觀察する（lokam.  vyavalokayati）。― だれが失敗して

いるのか、だれが成功しているのか。だれが困難に出會っているのか、だ

れが危險に遭遇しているのか。だれが惡衟に耽溺しているのか。私はだれ

を惡衟から引きあげて、天界や解脫に置こうか。だれのために、いまだ植

えられていない善根を植えようか。だれのために、植えられた［善根］を

生長させようか。だれのために、生長した［善根］を解脫させようか、と。」（20）

　(evam.  vidyācaran. asampadā sus. t. huh.  nih. śes. am etābhyām.  śāstr. -

tvasampadam.  prāptasya bhagavatah.  śāstr. karma lokavid anuttarah.  

purus.adamyasārathir ity etābhyām.  pādābhyām.  darśayati/

　tat punah.  śāstr. karma dvividham/ bhavyābhavyalokāvalokanam.  

bhavyavinayam.  ca/ lokavid ity anena bhavyābhavyalokāvalokanam darś-

ayati/ lokam.  vettīti lokavit/ bhavyābhavyaloka-parijñānād asau lokavid 

（20） Samtani ed., pp. 244-245. Cf. AAA, Wogihara ed., p. 184.
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ity ucyate/

　tathā hi bhagavām. s *trih.  kr. tvā rātres trih.  kr. tvā* divasasya ca 

buddhacaks. us. ā lokam.  vyavalokayati – ko hīyate, ko vardhate, kah.  

kr. cchraprāptah. , kah.  saṅkat. aprāptah. , ko ’pāye nimagnah. , kam aham 

apāyād uddhr. tya svarge moks. e ca pratis. t. hāpayeyam, kasyānavaropitāni 

kuśalamūlāny avaropayeyam, kasyāvaropitāni paripācayeyam, kasya 

paripakvāni parimocayeyam iti/ (* read as AAA: trikr. tvo rātres trikr. -

tvo*)（21）

  上に引用した『決定義經註』の用例は、ブッダによる日夜の世閒觀察を示す。

註（21）に擧げた『菩薩地』の用例は、悲 住（＝悲無量心）に住する如來によ

る日夜の行爲とするが、晝に三度、夜に三度、佛眼をもって世閒を觀察すると

いう文脉は共通する。

　以上のように、ブッダによる世閒觀察（lokāvalokana, etc.）には、兜率天上の

菩薩（＝前世のブッダ）による 5 種等の觀察を內容とする世閒觀察、成衟後の

ブッダが 天勸請を受けてまず行った世閒觀察、およびブッダが日夜それぞれ

三度、三度行った世閒觀察、というこれら 3 つの文脉が知られる。これらの文

脉は、しばしば「悲心により」、あるいはまた「悟れる者のまなこ（佛眼）を

もって」という形容句を伴いながら、いずれも敎法を說き、それによって人々

を敎化し、救濟するという目的からなされた世閒觀察である點において共通す

る。

　さて、ブッダと世閒觀察に關する以上の考察もまた、先に拙稿が結論づけた

以下の２つのポイントを補强するであろう。

（21）Cf. Bodhisattvabhūmi, Wogihara ed., p. 90.17-20: brahmād vihārāt karun. ā-vihāro yena 
tathāgatas tris. -kr. tvo rātrau tris. -kr. tvo divase s. at. -kr. tvo rātrim. -divena buddha-caks. us. ā 
lokam.  vyavalokayati ko vardhate ko hīyate kasyānutpannāni kuśala-mū---------vistare-
n. āgra-phale ’rhattve pratis. t. hāpayāmīti.

［瑜伽師地論卷第三十八 彌勒菩薩說　三藏法師玄奘奉　詔譯　本地分中菩薩地 7 第十五
初持瑜伽處　菩提品第七］..... 於 住中多住大悲住。由是如來晝夜六時,  晝三夜三,  常以
佛眼觀察世閒。誰增誰減,  我應令誰未起善根而種善根。廣說乃至,  我應令誰建立最勝阿
羅漢果。（大 30, 499b9-13）（下線筆者）
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「四　觀自在の起源は、 天勸請を受け、悲心により佛眼をもって世閒を觀

察した佛陀による「世閒觀察」にあると考えられる。avalokita という

名稱と、「慈悲」という觀音の特性の由來もまた、佛陀による說法の起

點ともなったこの佛傳上の重要な場面に見出すことができる。

　五　それゆえ、光世音や觀世音等の譯語にみる「世」すなわち世閒（loka）

は、佛陀による觀察の對𧰼をさす。したがって、光世音や觀世音などは

觀察の對𧰼である「世」を補足した譯語と推定される。」（22）

  以上のように、本節では、ブッダによる世閒觀察の文脉に大別して 3 種ある

ことを確認した。これら 3 つの「世閒觀察」の中では、ブッダによるこの閻浮

洲（＝閻浮提）における說法の起點となったという意味で、 天勸請說話のそ

れが最重要であり、アヴァローキテーシュヴァラ（觀自在）の直接的な起源も

また佛傳のこの一大事に求めるがふさわしいといえようか。

４.　結びにかえて

―『般若心經』（小本）冐頭部分のテキスト問題をめぐって―

　本稿では、『般若心經』とアヴァローキテーシュヴァラ（觀自在）をめぐって、

第 1 節から第 3 節までの 3 つのポイントを考察した。それぞれの節で考察した

トピックについてはすでに小結を述べているため、ここで再說することはしな

い。ただし、ここで最後に、これまでの考察をもふまえ、『般若心經』（小本）

冐頭箇所 (A) のテキスト問題を指摘するとともに、その一つの解決案を提示し

たい。

　當該箇所は、第 1 節に擧げたように、

「(A) 圣なるアヴァローキテーシュヴァラ（觀自在）菩薩は、深遠な智慧

の完成（般若波羅蜜）の實踐をなしながら、［世閒には、心身を構成する］

五つの集まり（五蘊）があると觀察した。そして、それらは固有の本質が

空である（＝固有の本質を缺いている）と見た。」

（22）齋籘 [2011] pp. 8-9. Cf. 辛嶋 [1999], p. 43.
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　(āryĀvalokiteśvaro bodhisattvo gambhīrāyām.  prajñāpāramitāyām.  

caryām.  caramāno vyavalokayati sma: pañca skandhās, tām. ś  ca 

svabhāvaśūnyān paśyati sma.)

とある。この中の vyavalokayati sma については、現在のテキストでは目的語

が缺落した形であり、落ち着きがわるい。第 1 節に見たように、『律藏』I（大品）、

『マハーヴァストゥ』、『ラリタヴィスタラ』ならびに第 3 節に引用した『決定

義經註』『菩薩地』は、いずれも目的語として「世閒を」（lokam）を置く。また、

第 2 節に見た『ラリタヴィスタラ』『マハーヴァストゥ』における「4 つの偉

大な觀察をなした」（catvāri mahāvilokitāni vilokayati sma）の例では、抽𧰼名詞

化した過去分詞・中性・複數形の mahāvilokitāni「偉大な觀察」を vi- √ lok の

同族目的語（cognate object）とする。このばあい、4 種の觀察それぞれの內容は、

いずれも中性・單數形の kāla-vilokitam「時の觀察」、dvīpa-vilokitam「大陸の

觀察」、deśa-vilokitam「地域の觀察」、および kula-vilokitam「家柄の觀察」で

ある（23）。

　從來は、拙譯がそうであるように、pañca skandhās を複數・主格形のままに、

pañca skandhā [iti] の表現にも似た內容として理解し、「五つの集まり（五蘊）

があると觀察した。」というような飜譯を施す例が多い（24）。苦肉の對應ともい

えるが、なおサンスクリット文として落ち着きはよくない。

　ちなみに、現在の玄奘譯は“vyavalokayati sma: pañca skandhās, tām. ś ca 

svabhāvaśūnyān paśyati sma.” 全體を、結果として「照見五蘊皆空。」と譯出

しているが、『佛祖統紀』によれば、 語を漢語に改める「筆受」の段階では、

「照見五蘊彼自性空見」とあったといわれる（25）。この「筆受」の段階の譯文では、

語をそのまま漢語に置き換えているだけで、はたして五蘊が主格であったか、

あるいは照見（vyavalokayati sma）の目的語（複數・對格）であったかは定かで

（23）Lalitavistara, Lefmann ed., p. 19.7-8. 外薗 [1994], p. 304.
（24）中村・紀野 [1960: 9]「存在するものには五つの構成要素があると見きわめた。」，原田 

[2010: 69]「觀察したもうた：［人格主體としての自我があるのではなく、］五箇の諸基幹
（五蘊）がある、と。」等參照。

（25）『佛祖統紀』卷 43、大 49, 398b13-14. 船山 [2013], pp. 58-61 參照。 



東洋の思想と宗敎　第三十六號

（ 14 ）

ない。

　そこでいま、一つの解決策として提案できるとすれば、第1節でふれたように、

pañca skandhās は元來、目的語（複數・對格）として置かれていたという想定

であろう。すわなち、pañca skandhās tām. ś ca を pañca skandhām. s tām. ś ca…

のテキストが本來であったとする解決案である。この解決策のメリットは、觀

察對𧰼の「世閒」（loka）を、傳統的にその實質とされる五蘊（pañca skandhāh. ）

に置換することになり、第 1 節に擧げた『ラリタヴィスタラ』他の佛傳にも內

容的に符合することになる。また、これによって“vyavalokayati sma pañca 

skandhām. s”と“tām. ś ca svabhāvaśūnyān paśyati sma”という 2 つの文それ

ぞれの動詞と目的語も明瞭となり、世閒（loka）を觀察（vyava- √ lok, etc.）すると、

世人には汚れや理解力の點で三種類等に大別される人々がいることが見え

（√ dr. ś）たとする佛傳の共通表現にも重なることになる。

　ただし、この解決策の難點の一つは、アヌスヴァーラのあるなしに過ぎない

とはいえ、現在のところ小本の諸寫本に結合文字 stā の上にアヌスヴァーラが

置かれた寫本の存在は確認されていないということである（26）。また構文論的

にも、サンスクリット語散文は比較的語順の自由度が高いとはいえ、目的語は

動詞の直前に置くのが通例であり、この點の說明は求められよう。今囘は問題

提起と一つの解決案の提示にとどめ、詳細は今後の檢討に委ねたい。

（26）白石 [1941], pp. 295-296 參照。なお、中村・紀野 [1960] は、當該箇所を含む法隆寺寫本（貝
葉本）および慈雲筆寫本（天明 3 ＝ 1783 年筆寫）の寫眞を揭載する。     
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＊本稿は早稻田大學東洋哲學會第 35 囘大會（2018.6.9）での講演原稿を補訂したもので
ある。當日の質疑應答をとおして、いくつかの新知見を得た。記して謝意を表したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
［付錄］

『般若心經』小本と大本 ―テキストと飜譯―*
*　以下、小本の校訂テキストは、中村・紀野 [1960], pp. 185-188 による。また、大本のテキ
ストは、籘田眞衟 [1939] が擧げる６寫本をもとに筆者が校訂したもの。Cf. 中村・紀野上揭
書 pp. 188-193、渡邊 [2009], pp. 12-36 （付錄）. なお、テキストおよび飜譯內の (A)、(B)…(E) 、
および大本內の［序分］［正宗分］［流通分］の分科は、發表者が便宜的に付したもの。また、
大本內の太字部分は小本に缺落、あるいは部分的に相違する箇所を示す。

小本
(A) āryĀvalokiteśvaro bodhisattvo gambhīrāyām.  prajñāpāramitāyām.  caryām.  

caramāno vyavalokayati sma: pañca skandhās, tām. ś ca svabhāvaśūnyān paśyati sma.
(B) iha Śāriputra rūpam.  śūnyatā, śūnyataiva rūpam. rūpān na pr. thak śūnyatā, 

śūnyatāyā na pr. thag rūpam. yad rūpam.  sā śūnyatā, yā śūnyatā tad rūpam. evam eva 
vedanāsam. jñāsam. skāravijñānāni.

(C) iha Ś āriputra sarvadharmāh.  ś ūnyatālaks. an. ā anutpannā aniruddhā 
amalāvimalā nonā na paripūrn. āh. .

tasmāc Chāriputra śūnyatāyām.  na rūpam.  na vedanā na sam. jñā na sam. skarā na 
vijñānam. na caks. uh. śrotraghrān. ajihvākāyamanām. si, na rūpaśabdagandharasaspra-
s. t. avyadharmāh. , na caks. urdhātur yāvan na manovijñānadhātuh. .

nāvidyā nāvidyāks. ayo yāvan na jarāmaran. am.  na jarāmaran. aks. ayo na duh. -
khasamudaya- nirodhamārgā, na jñānam.  na prāptih. .

(D) tasmād aprāptitvād bodhisattvānām.  prajñāpāramitām āśritya viharaty 
acittāvaran. ah. . cittāvaran. anāstitvād atrasto viparyāsātikrānto nis. t. hanirvān. ah. . 
tryadhvavyavasthitāh.  sarvabuddhāh.  prajñāpāramitām āśrityānuttarām.  samyaksam. -
bodhim abhisam. buddhāh. .

(E) tasmāj jñātavyam. Prajñāpāramitā mahāmantro mahāvidyāmantro ’nuttaramantro 
’samasamamantrah.  sarvaduh. khapraśamanah. . satyam amithyatvāt. prajñāpāramitāyām 
ukto mantrah. , tad yathā:

gate gate pāragate pārasam. gate bodhi svāhā.
　　iti prajñāpāramitāhr. dayam.  samāptam.

(A) 圣なるアヴァローキテーシュヴァラ（觀自在）菩薩は、深遠な智慧の完成（般
若波羅蜜）の實踐をなしながら、［世閒には、心身を構成する］五つの集まり（五蘊）
があると觀察した。そして、それらは固有の本質が空である（＝固有の本質を缺いてい
る）と見た。
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(B) シャーリプトラ（舍利弗）よ、この世において、空はもの（色）であり、もの
は空にほかならない。ものをはなれて空はなく、空をはなれてものはない。もの、それ
は空であり、空、それはものである。感受（受）も、表𧰼（想）も、意思（行）も、認
識（識）も、まさに同樣である。

(C) シャーリプトラよ、この世において、すべての構成要素（法）は空を特質とし
ており、生じていることもなく、滅していることもない。汚れていることもなく、汚れ
をはなれていることもない。不足していることもなく、過剩であることもない。

それゆえシャーリプトラよ、空においては、ものもなく、感受もなく、表𧰼もなく、
意思もなく、認識もない。眼、耳、鼻、舌、身體、思考器官（意）もなく、色かたち、
音聲、香り、味、觸覺對𧰼、［思考器官の對𧰼となるさまざまな］構成要素（法）もない。
眼の要素（眼界）もなく、……思考器官による認識という要素（意識界）もないのである。

無明もなく、無明が盡きることもなく、……老いと死もなく、老いと死が盡きるこ
ともない。苦と、［苦の］原因、［苦の］消滅と、［苦の消滅に導く］衟もない。智もなく、

［ニルヴァーナ（涅槃）を］獲得することもない。　　　
(D) それゆえ、獲得することがないことから、もろもろの菩薩の智慧の完成により

ながら、心が覆われることもなく住んでいる。心の覆いがないから、恐れることもなく、
顚倒した心から遠くはなれ、ニルヴァーナを成就している。［過去・現在・未來の］三
世にいますすべての佛は、智慧の完成によりながら、この上ない正しいさとりを覺って
いるのである。

(E) それゆえ、知らねばならない。智慧の完成（般若波羅蜜）は偉大な眞言、偉大
な呪法の眞言、無上の眞言、比類のない眞言であり、すべての苦惱を鎭めるものであり、
眞實である。僞りではないのであるから。智慧の完成という眞言が說かれている。それ
は次のとおりである。

「徃けるものよ、徃けるものよ、彼岸に徃けるものよ、彼岸に到逹せるものよ、さ
とりよ、幸あれ」

　　　以上で、『智慧の完成の心髓』は終わる。

(A) 觀自在菩薩，行深般若波羅蜜多時，照見五蘊皆空。度一切苦厄。(B) 舍利子，
色不異空，空不異色。色卽是空，空卽是色。受想行識亦復如是。(C) 舍利子，是諸法空
相，不生不滅，不垢不淨不增不減。是故空中，無色，無受想行識。無眼耳鼻舌身意。無
色聲香味觸法。無眼界，乃至無意識界。無無明，亦無無明盡。乃至無老死，亦無老死盡。
無苦集滅衟。無智亦無得。(D) 以無所得故，菩提薩埵，依般若波羅蜜多故，心無罣礙。
無罣礙故，無有恐怖，遠離顚倒夢想，究竟涅槃。三世諸佛，依般若波羅蜜多故，得阿耨
多羅三藐三菩提。(E) 故知。般若波羅蜜多，是大神咒，是大明咒是無上咒，是無等等咒，
能除一切苦，眞實。不虛故。說般若波羅蜜多咒卽說咒曰

揭帝揭帝　般羅揭帝　般羅僧揭帝　菩提僧莎訶　　　般若波羅蜜多心經
（玄奘譯 , 大 8, 848c）   
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大本（太字は小本に缺落、あるいは相違する箇所を示す）
［序分］

namo bhagavatyai prajñāpāramitāyai.
evam.  mayā śrutam. ekasmin samaye Bhagavān Rājagr.he viharati sma Gr.dhrakūt.e 
parvate mahatā bhiks. usam. ghena sārdham.  mahatā ca bodhisattvasam. ghena. tena 
khalu samayena Bhagavān gambhīrāvabhāsam.  nāma dharmaparyāyam.  samādhim.
samāpannah. . tena ca samayena  

［正宗分］
(A) āryĀvalokiteśvaro bodhisattvo mahāsattvo gambhīrāyām.  prajñāpāramitāyām.  

caryām.  caramāna evam.  vyavalokayati sma: pañca skandhās, tām. ś ca svabhāvaśūnyān 
vyavalokayati sma.

(B) athāyus. māñ Chāriputro buddhānubhāvena āryĀvalokiteś varam.  
bodhisattvam.  mahāsattvam etad avocat. yah.  kaścit kulaputro vā kuladuhitā vā 
gambhīrāyām.  prajñāpāramitāyām.  caryām.  cartukāmas tena katham.  śiks. itavyam. 
evam ukta āryĀvalokiteśvaro bodhisattvo mahāsattva āyus.mantam.  Śāriputram 
etad avocat. yah.  kaścic Chāriputra kulaputro vā kuladuhitā vā gambhīrāyām.  
prajñāpāramitāyām.  caryām.  cartukāmas tenaivam.  vyavalokayitavyam. pañca 
skandhās tām. ś ca svabhāvaśūnyān samanupaśyati sma. rūpam.  śūnyatā, śūnyataiva 
rūpam. rūpān na pr. thak śūnyatā, śūnyatāyā na pr. thag rūpam. yad rūpam.  sā śūnyatā, 
yā śūnyatā tad rūpam. evam.  vedanāsam. jñāsam. skāravijñānāni ca śūnyāni.

(C) evam.  Śāriputra sarvadharmāh.  śūnyatālaks. an. ā anutpannā aniruddhā 
amalāvimalā anūnā asam. pūrn. āh. .

tasmāt tarhi Śāriputra śūnyatāyām.  na rūpam.  na vedanā na sam. jñā na sam. skarā 
na vijñānam. na caks. ur na śrotram.  na ghrān. am.  na jihvā na kāyo na mano na rūpam.  
na śabdo na gandho na raso na spras. t. avyam.  na dharmāh. , na caks. urdhātur yāvan na 
manodhātur na manovijñānadhātuh. .

nāvidyā nāvidyāks. ayo yāvan na jarāmaran. am.  na jarāmaran. aks. ayah. . na duh. -
khasamudaya- nirodhamārgā, na jñānam.  na prāptir nāprāptih. .

(D) tasmāc Chāriputra aprāptitvād bodhisattvo mahāsattvah.  prajñāpāramitām 
āśritya viharaty acittāvaran. ah. . cittāvaran. anāstitvād atrasto viparyāsātikrānto nis. -
t. hanirvān. ah. . tryadhvavyavasthitāh.  sarvabuddhāh.  prajñāpāramitām āśrityānuttarām.  
samyaksam. bodhim abhisam. buddhāh. .

(E) tasmāj jñātavyam. Prajñāpāramitā mahāmantro mahāvidyāmantro ’nuttaramantro
’samasamamantrah.  sarvaduh. khapraś amanamantrah. . satyam amithyatvāt. 
prajñāpāramitāyām ukto mantrah. , tad yathā:

gate gate pāragate pārasam. gate bodhi svāhā.
evam.  Śāriputra gambhīrāyām.  prajñāpāramitāyām.  śiks. itavyam.  bodhisattvena 
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mahāsattvena.

［流通分］
atha khalu Bhagavān tasmāt samādher vyutthāyĀryāvalokiteś varāya 

bodhisattvāya mahāsattvāya sādhukāram adāt. sādhu sādhu kulaputra, evam etat 
kulaputra. evam etad gambhīrāyām.  prajñāpāramitāyām.  cartavyam.  yathā tvayā 
nirdis. t. am anumodyate tathāgatair iti. idam avocad Bhagavān āttamanā āyus.māñ 
Chāriputra āryĀvalokiteśvaro bodhisattvo mahāsattvah.  sā ca sarvāvatī pars. at 
sadevamānus. āsuragarud. agandharvaś ca loko bhagavato bhās. itam abhyanandann  
iti prajñāpāramitāhr. dayasūtram.  samāptam.

［序分］（小本になし）
　佛母である智慧の完成（般若波羅蜜）に敬意を表します。
このように私は聞いた。あるとき世尊は、多くの修行僧（比丘）、多くの菩薩とともに、
ラージャグリハ（王舍城）のグリドラクータ（靈鷲）山におられた。そのとき世尊は、「深
遠な現われ」と名づけられる法門の瞑想（三昧）に入られた。するとそのとき、

［正宗分］
　　(A) 圣なるアヴァローキテーシュヴァラ（觀自在）菩薩大士は、深遠な智慧 3) の完
成（般若波羅蜜）の實踐をなしながら、このように觀察した。［世閒には、心身を構成する］
五つの集まり（五蘊）があり、そしてそれらは固有の本質が空である（＝固有の本質を
缺いている）と觀察した。
　　(B) そのとき、シャーリプトラ（舍利弗）長老は、佛の力をうけて、圣なるアヴァ
ローキテーシュヴァラ菩薩大士にこのように言った。「良家の子息であれ良家の子女で
あれ、ある人が深遠な智慧の完成の實踐をなしたいと願うなら、その人はどのように學
ぶべきでしょうか。」このように言われたとき、圣なるアヴァローキテーシュヴァラ菩
薩大士はシャーリプトラ長老に次のように言った。「シャーリプトラよ、良家の子息で
あれ、良家の子女であれ、ある人が深遠な智慧の完成の實踐をなしたいと願うなら、そ
の人は［世閒には、心身を構成する］五つの集まり（五蘊）があり、そしてそれらは固
有の本質が空であると見た。」［と］このように觀察するべきである。空はもの（色）で
あり、ものは空にほかならない。ものをはなれて空はなく、空をはなれてものはない。
もの、それが空なのであり、空、それがものなのである。感受（受）も、表𧰼（想）も、
意思的行爲（行）も、認識（識）も、［空との關係は］同樣である。
　  (C) このようにシャーリプトラよ、この世において、すべての構成要素（法）は空
を特質としており、生じていることもなく、滅していることもない。汚れていることも
なく、汚れをはなれていることもない。不足していることもなく、過剩であることもない。
　　それゆえシャーリプトラよ、その空においては、ものもなく、感受もなく、表𧰼も
なく、意思的行爲もなく、認識もない。眼もなく、耳もなく、鼻もなく、舌もなく、身
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體もなく、思考器官（意）もなく、色かたちもなく、音聲もなく、香りもなく、味もなく、
觸覺對𧰼もなく、［思考器官の對𧰼となるさまざまな］構成要素（法）もない。眼の要素（眼
界）もなく、……思考器官の要素（意界）もなく、思考器官による認識という要素（意
識界）もないのである。
　　無知（無明）もなく、無知が盡きることもなく、……老いと死もなく、老いと死が
盡きることもない。苦と、［苦の］原因、［苦の］消滅と、［苦の消滅に導く］衟もない。
智もなく、［ニルヴァーナ（涅槃）を］獲得することもなく、獲得しないこともない。
　　(D) それゆえシャーリプトラよ、獲得することがないことにより、もろもろの菩薩
の智慧の完成によりながら、心が覆われることもなく住んでいる。心の覆いがないから、
恐れることもなく、顚倒した心から遠くはなれ、ニルヴァーナを成就している。［過去・
現在・未來の］三世にいますすべての佛は、智慧の完成によりながら、この上ない正し
いさとりを覺っているのである。
　　(E) それゆえ、知らねばならない。智慧の完成（般若波羅蜜）は偉大な眞言、偉大
な明呪の眞言、無上の眞言、比類のない眞言であり、すべての苦を鎭めるものであり、
眞實である。僞りではないのであるから。智慧の完成についての眞言が說かれている。
それは次のとおりである。

「徃けるものよ、徃けるものよ、彼岸に徃けるものよ、彼岸に到逹せるものよ、さ
とりよ、幸あれ」

シャーリプトラよ、深遠な智慧の完成（般若波羅蜜）の實踐について、菩薩大士は以上
のように學ぶべきである。　　　　

［流通分］（小本になし）
　そのとき世尊は、かの瞑想から立ち上って、圣なるアヴァローキテーシュヴァラ菩薩
大士に贊意を表された。「その通りだ、その通りだ、良家の子息よ。それはその通りだ、
良家の子息よ。深遠な智慧の完成については、あなたが說いたように、すなわちもろも
ろの如來も隨喜されるように行われねばならない。」と、世尊は喜びに滿ちた心でこの
ように言われた。シャーリプトラ長老、圣なるアヴァローキテーシュヴァラ菩薩大士、
すべての會衆、および神々や人閒やアスラ（阿修羅）やガンダルヴァをふくむ世閒のも
のたちは、世尊のことばに歡喜した。以上で、『智慧の完成の心髓という經典』は終わる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
［略號と參考文獻］
＜略號＞
AAA: Abhisamayālam. kārālokā, see Wogihara [1932].
DN: Dīghanikāya
N: sNar thang edition 
P: Peking edition
PTS: Pali Text Society
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SN: Sam. yuttanikāya
SNA: Sam. yuttanikāyat.t.hakathā Sāratthappakāsinī
大 : 大正新脩大藏經
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